
高松市表術館55日竿記念 特別企画

TAKEう HI KAWA与 HI
EXHIBITION

М A

ヽ

ー

ヽ

トフアク トリー震示鳳景 1揺彰 :園 中美句登

常設展示室 1

エントランスホーザレ

ブランチギャラリー

休 館 日 :(常設展示室 1、 エントランスホール)月 曜日 (ただし、10月 9日 (月・祝 )|よ開館、10日 (火)休館 )

(ブランチギヤラリー)会期中無休

開館時間 :午前 9時 30分 ～午後 5時 (ただし、特別展開催期間中の 9月 30日～ 11月 12日 の金・土曜日は、年後 7時まで。展示室入室は閉館 30分前まで )
※ブランチギャラリーは常時観覧可
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香川県出身の現代美術家、川島猛。モダンアートが渦巻くニューヨークに新天地を求めて飛び込んだのは 1963年 のこと。それから53年間、

ニューヨークを活動拠点に、ワーデル画廊での個展や、ニューヨーク近代美術館に作品が永久収蔵されるなど高い評価を受けると同時に、日本

でも、当館をはじめ美術館やギャラリーで個展を開催するなど国内外の人々を魅了し続けてきました。紋章のように描かれた くレッド・アンド・

ブラック〉シリーズから時代を追うごとに画風や使う素材が変容しても、最新作 (宇宙)シ リーズまで一貫して、人間への興味、生命の謳歌がテー

てN Y 76～ Ji⊇5)1976氣 高松市美術筵歳

マとして通奏しています。

川島は2016年にニューヨークから郷里高松に拠点を移し、瀬戸

内海が見渡せる場所にア トリエ兼ミュージアム「川島猛アー ト

フアクトリー」をオープンさせ、今もなお制作に余念がない日々

を送つています。

この度の展覧会は、高松市美術館35周年を記念すると共に川島

が渡米してから60年間の仕事の軌跡を振り返るもので、展示室の

ほか、エントランスホール、ブランチギャラリー (高松丸亀町商店

街内)にて、川島のバラエティに富んだ作品の数々が展示されます。

《N,Y.20》 (1965年 、高松市美術館蔵)や 《宇宙環Ⅵ‖》(2017-19年 、

川島猛アートファクトリー蔵)な ど代表作はもちろん、川島が手掛

けた高松国際ピアノコンクールのポスターや、高松市内の様々な施

設にあるパブリックアートの写真や制作資料も紹介します。また、

昨年度寄贈を受けた版画や小作品もお披露目いたします。それぞ

れの作品から川島の人間賛歌をお楽しみください。

(Skys(「ape「 New Yo「にA,i984年、高松市美術館蔵

てPeace KALttDOSCOPE〉 (デザイン :川島猛 高松丸亀付テ壱番街前ドーム広場)

(DREAM LANDJ,RR)1990年 、高松市美術館歳   タイトル不詳 1995年、高松市美術館蔵 くN Y100,1968年、高松市英術館蔵 (N斗 20)1965年 、高松市美衛館蔵

川島猛プロフィール

1930年高松市生ま札 香ザII県立高松工業学校 (現香川県立高松工芸高

等学校)航空機科入学、機構科卒業。54年武蔵野美術学校 (現武蔵野

美術大学)油絵科に入学。同校を中退し、56年に代々木絵画研宍所に

通う。63年に渡米し、ニューヨークを拠点に作品発表を続ける。源戸

内国際芸術祭2010で の男木島における作品展開をきつかけに、16年

には活動拠点を故郷高松に移す。帰目後、川島猛アートファクトリー

が設立され、2019年にはミュージアムとして開館し、作品を公開して

いる。

0学芸員によるギャラリートーク
2023年10月 21日 (■ )14:00～ 会場 :常設展示室1/予約不要/要観覧券

交通のこ
~案
内

JR I高 松駅下車、従歩約 15分 /こ とでん :瓦町駅または片原町駅下車、徒歩約 10分

路線′(ス :紺屋町または丸亀町参番衛下車、徒歩約 3分 /高速′くス :県庁通り下車、徒歩約 3分

空港リムジンバス :兵庫町下車、徒歩約 4分 /駐車場 :美術館地下に公営駐車場 (有料、乗用車 144台 収容 )
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